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はじめに   

  

 

私たちが生きる地球は、地球温暖化の影響によって厳しい状況に直面しています。その

影響は、猛暑や集中豪雨などの異常気象、その異常気象がもたらす食糧危機等となり、私

たちの生活に大きな影を落としています。世界は地球温暖化対策を急務と認識し、パリ協

定や気候変動に関する国連の報告書で目標が設定されました。我が国においても、これに

合わせ多種多様の政策を進めているところであります。 

本町では、今日まで自然と育み、自然を愛し、そして自然と共存してきました。未来に

向けて、私たちの大切な自然を守り、豊かな生活を送るため、「ゼロカーボンシティささ

ぐり」を目指すことを宣言しました。2050年までに二酸化炭素排出量の実質ゼロに向け

て、町民や事業者とともに協力し、脱炭素政策に取り組んでまいります。 

この脱炭素政策の基軸として、2017年に策定した「篠栗町地球温暖化対策実行計画(区

域施策編)」を改訂しました。これは「第7次篠栗町総合計画(まちづくり未来チャー

ト)」、「第2期篠栗町まち・ひと・しごと創生総合戦略」をもとに環境分野の個別計画と

して、地球温暖化に対する取り組みの方針を示すものであります。又、脱炭素政策により

環境問題だけを解決するのではなく、地域課題も可能な限り解決していきます。くわえ

て、二酸化炭素排出削減を重要な目標として掲げ2030年までに46%の削減を目指す為に

は、本町がリーダーシップをとり町民や町内事業者等の皆様と共に進めていかなければな

りません。地域全体での協力と連携を強化し、より具体的で効果的な取り組みを進めてい

くことで、本町らしい地球温暖化対策を進めていきます。 

最後に、私たちは「人と人、人と自然がつながる喜びのまち」「ゼロカーボンシティさ

さぐり」を目指し、持続可能な未来のために力を合わせて歩んでまいります。皆様のご協

力をよろしくお願いいたします。 

 

20〇〇(令和〇)年〇月  

篠栗町長  三 浦 正 

 

 

検討中



 
 

 

 

 

持続可能な開発目標（SDGs）について 

 

 SDGs は、2015（平成 27）年９月の国連サミットにおいて全会一致で採択された、先進国と

開発途上国がともに取り組むべき国際社会全体の普遍的な目標です。「誰一人取り残さない」

社会の実現を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に統合的に取り組むもので、2030 

年を期限とする包括的な 17 の目標とその下に細分化された 169 のターゲットで構成されて

います。 

本町においても脱炭素社会の形成及びカーボンニュートラルの実現とともにこの取り組みを

推進していきます。 
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